
医薬品の適正使用に欠かせない情報です｡必ずお読み下さい｡

使用上の注意改訂のお知らせ
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謹啓 平素は椙月Uの御引立てを賜わり厚く御礼申し上げます

さて､この度弊社の事 ヨ ー コ ITリ -◎2J
.0 ｡ ｢5/Oについて､使用上の注意｣を改訂数しま

たので､ご案内申し上げます し

なお､ ｡ こ届くまでには若干時間のすれガ生することかあ改訂添付文書を封入した製品か､お手元｢

と存じますガ､何卒ご了承下さいますようお願い申し上げます｡ 敬 る

.改訂内容(下線部追加 白1

改 訂) 後 改

相互作用)4( )4( 訂 前 

エリスロマイシン＼ワラリス□マイシ)2 2相互作用 エリスロマイシン＼ワラ)

ン＼トリフフセテルオレアンドマイシン＼ ン＼トリアセチルオレ リス□マイシ

エノキサシン＼シフ□プロキサシン＼ト エノキサシン＼シ アンドマイシン＼

スフ□キサシン＼ノルプロキサシン＼チ スフ□キサシ フ□プロキサシン＼ト

アヘンダソール､シメチジン＼塩酸チウ メチジン ン＼ノルプロキサシン＼シ

□ピジン＼塩酸メキシレチン＼塩酸アミ シL / ＼塩酸チクロピジン＼塩酸メキ

オ9ロン､塩酸ベラパミル＼インターフ チン＼塩酸ベラパミル＼インタ-フ工ロ

工ロン､戸口プリノ-ル＼イブリプラ/ Tt ン＼戸口プリノ-ル＼イブリプラ/ TS

ンと併用する場合には＼テオフィ ンと併用する場合には＼テオフィリンの

リンの血中濃度を高めることか報告されているので慎重に授与すること○ 血中濃度を高めることか報告されているので慎重に授与すること○ 
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★改訂後の ｢使用上の注意｣は以下の通りです｡ 

(1) -殻的注意

うっ血性心不全及び肝性浮既の愚書に授与する場合は､血中殺

塵ガ上昇することガあるので注意して使用すること｡ 
C2)次の患者には授与しないこと

キサンチン系串剤の授与により､重篤な副作岡かあられた悪者 

(3) 次の患者には慎重に授与すること 
1)急性心箭便墓室､重篤な心筋障筈のある患者(本剤は心髄刺激作

岡を南するため.) 
2)てんかんの患者 
3)甲状腺機能元進度の憲者 
4)急性胃炎の患者 
5)肝障雷のある悪書 
6)小児(成人に比軟し､新生児､特に早産児ではワリアランスガ

減/少し､血中濃塵が上昇する可能性ガあり､-方生後3カ月以

上の小児ではワリアランスガ増加し､血中it蚕は低下する可

能性ガあるとの報告ガあるので投与丑に注意すること｡) 
()相亘作用4

1)他のキサンチン界畢剤又は中枢神経興輩準との併用により､

適度の中枢神経刺激作用があらわれることかあるので､これ

らの薬剤とは折岡しないことか広ましいか､やむをえす授与

する場合には瀬霊するなど憤怒に授与すること. 
2)エリスロマイシン､ワラリスロマイシン､トリ,77セテルオレア

ンドマイシン､エノキサシン､シフロプロキサシン､トスプロ

キサシン､ノルプロキサシン､ I gソール､シメチジン､チ,DへンJ 

塩萄チプロピジン､塩酸メキシレチン､J a酸アミオタロン､塩

酸ベラパミル､インターフェロン､J77ロブリノ-ル､イブリプ

ラ/ TTiンと併用する場合には､テオフィリンの皿中農匿を高め

ることガ報告されているので憤雷に授与すること. 
3)フェノバルビタール､フェニトイン､リファンピシンと併用す

る場合には､テ7 rブイリンの血中漁麿ガ低下するとの報告か

あるので注意すること｡ 
4)交感神経刺激剤(β-刺激剤)との供矧こより乱作岡ガ増強する

との報告ガあるので､併用する場合には憤怒に授与すること｡ 

()副作用5

1)精神神経系

ときに頭橘､不眠､卵管､不安､めまい､耳鳴り､振戦､しび

れ等ガあらわれることガある｡また本剤の過量投与により､と

きに超雷､詣妻､昏睡等ガあらわれることガある｡ 
2)循環器

顔面潮紅､ときに勤偉､頒脈､顔面蛋白､不整脈等があらわれ

ることガある｡ 
3)消化器

ときに悪心･唱吐､食欲不振､飯浦､下痢､腹部膨満啓等があ

らわれることガある｡ 

4)過敏症

発疹､露程等ガあらわれることかある.
 

5)泌尿鴇


ときに蛋白尿ガあらわれることかある｡
 

6)代謝異常

血清尿酸値上昇等ガあらわれることガある.
 

7)肝琵

ときにGOT､GPT､A卜 Pの上昇等ガあらわれることガある｡ 
8)その他


ときにむ<みガあらわれることかある.
 

() 高齢者への投与6

テオフィリンは､主として肝臓で代謝されるガ高齢者では､-級

に肝機髄ガ低下していることガ多いため､テオフィリンの血中

燕匿ガ上昇するおそれガある｡高齢者には積立に授与すること｡ 
(7) 妊鼎 ･痩乳端への授与 

1)動物実験(マウス)で催奇形作用ガ報告されている｡またヒト

で巌盤を通過して胎児に移行し､新生児にG吐､神経過敏等の

症状ガあらわれることガあるので､妊婦又は妊娠している可

能性のある婦人には､治療上の有益性ガ危険性を上まわると

判断される場合にのみ授与すること｡ 
2)ヒト宙乳中へ移行し､乳児に神経過敏を起こすことガあるの

で､本剤授与中は授乳を避けさせること｡ 
()小児への投与8

1)てんかh J及び塵尊の既往歴のある小児では現場を誘発するこ

とガあるので憤怒tこ授与すること. 

2)ウイルス伝染(上気道炎)に伴う発熱時にはテオフィリンの血

中濃度ガ上昇するおそれガあるので積悪に授与すること. 
()適用上の注意9

1)テオフィリンによる副作用の発生l a:血中渦度の上昇に起因す

る場合ガ多いことから､皿中渦度のモニタリングを適 t;)3に行

い､患者個々人に適した授与計団を設定することガ望ましい.

また､消化器症状(と<に悪心､混牡)や構神神経症状(頭鵜､

不眠､不安､興痕､惑場等)等の副作用か発生した場合は､減

忍又は軍剤授与を中止し､血中渦度を測定すること｡なお､血

中渦度か唖めて高石になった場合は活性炭の軽口投与による

吸着及び血液湿流により､強制的に血中済度を下げる処置に

ついて検討すること｡ 

2)本剤を急速に静脈内注射すると､上長己の副作用のほか､熱惑､

不整脈､過呼吸､まれにショック等ガあらわれることガあるの

で､生理食塩液又は常液に希釈してゆっくり注射すること｡ 
3)アンプルカット時の注意

本o c0 Tイントアンプルを使用しているガ､アンプルの3はワン/ l

百部を工J S7ノール婦等で清拭し､カットすること｡


